
秀衡街道案内図

横手市
大鳥井山遺跡

国道107号
（平和街道）

筏隊山神社

西和賀町

横手川

和賀川

久那斗神社

北上市

平泉町

奥州市

花巻市

大仙市

美郷町

北上川
国道107号

JR北上線JR北上線

鷲之巣金山跡

東成瀬村

金沢柵

多聞院伊澤家

外ヶ浜へ
（奥大道）

安
倍
頼
時

貞
任

宗
任

女

藤
原
経
清

清
衡

平
氏
女
女基

衡
家
清

正
衡

清
綱

藤
原
基
成

某
氏
女

秀
衡

女

国
衡

泰
衡

家
衡

清
原
武
則

武
貞

武
衡

真
衡

女城
資
国
資
永

成
衡

◎秀衡街道関係年表

◆
安
倍
氏
前
九
年
の
合
戦
で
敗
れ
る
。
清
衡
、
母
の
再
婚
に
よ
り
清
原

氏
の
御
曹
司
と
な
る

◆
清
原
武
則
鎮
守
府
将
軍
と
な
る

◆
清
原
氏
後
三
年
の
合
戦
で
敗
れ
る
　
◆
後
に
大
鳥
井
柵
（
大
鳥
井
山

遺
跡
）
は
後
に
清
衡
の
命
で
復
旧
さ
れ
る

◆
清
衡
陸
奥
押
領
使
と
な
り
江
刺
郡
豊
田
館
に
住
す

◆
こ
の
頃
、
清
衡
豊
田
館
よ
り
平
泉
に
移
る

◆
清
衡
、
中
尊
寺
の
造
営
に
着
手

◆
秀
衡
生
ま
れ
る
　
◆
一
一
二
四
（
天
治
一
）
中
尊
寺
金
色
堂
上
棟

◆
中
尊
寺
落
慶
供
養
を
行
う
（
中
尊
寺
供
養
願
文
）

◆
こ
の
頃
秀
衡
、
和
賀
（
北
上
市
）
の
仙
人
峠
に
先
祖
の
霊
を
仙
人
権

現
（
現
久
那
斗
神
社
）
と
し
て
祀
る
（
伝
承
）

◆
秀
衡
鎮
守
府
将
軍
に
、
一
一
八
一
年
に
は
陸
奥
守
と
な
る

◆
秀
衡
没
、
泰
衡
そ
の
跡
を
継
ぐ

◆
平
泉
藤
原
氏
、
奥
州
合
戦
で
頼
朝
に
敗
れ
る
。
泰
衡
殺
さ
れ
る

◆
横
手
市
山
内
筏
に
、仙
人
峠
の
仙
人
権
現
を
勧
請（
現
筏
隊
山
神
社
）、

小
野
寺
道
宣
社
殿
を
創
建
す
る

◆
北
上
市
和
賀
町
岩
沢
の
多
聞
院
伊
澤
家
に
仙
人
権
現
（
現
久
那
斗
神

社
）
の
里
宮
を
祀
る

◆
高
橋
子
績
著
「
澤
内
風
土
記
」
に
、
秀
衡
街
道
・
巣
郷
・
黒
沢
が
記

さ
れ
る

◆
神
仏
分
離
令
に
よ
り
仙
人
権
現
は
久
那
斗
神
社
と
改
称

◆
横
手
市
山
内
の
秀
衡
街
道
、
平
和
街
道
予
定
路
線
と
な
る
も
地
元
の

反
対
で
変
更
さ
れ
る

◆
平
和
街
道
開
通

◆
仙
人
峠
の
久
那
斗
神
社
の
社
殿
再
建
、
一
九
三
九
年
改
築
さ
れ
る

◆
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
横
黒
線
（
現
北
上
線
）
全
通

◆
こ
の
頃
ま
で
県
境
の
秀
衡
街
道
、
黒
沢
の
当
麻
曼
荼
羅
の
参
詣
路
と

し
て
利
用
さ
れ
る

◆
旧
山
内
村
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、
秀
衡
街
道
現
地
調
査
を
行
う

◆
多
聞
院
伊
澤
家
住
宅
・
久
那
斗
神
社
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
る

◆
北
上
市
岩
沢
文
化
財
愛
護
会
設
立
さ
れ
る

◆
旧
湯
田
町
に
秀
衡
街
道
探
査
会
発
足
会
員
四
十
名
、
以
降
七
年
で
町

内
秀
衡
街
道
二
五
キ
ロ
を
つ
な
ぐ

◆
秀
衡
街
道
湯
田
ダ
ム
水
没
の
二
キ
ロ
、
国
有
林
地
内
代
替
ル
ー
ト
の

仮
承
認
を
得
る
。
二
〇
〇
〇
年
新
ル
ー
ト
成
る

◆
鷲
之
巣
金
山
跡
で
砂
金
採
取
体
験
を
行
う

◆
旧
湯
田
町
秀
衡
街
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
学
習
下
敷
を
作
成
、
町
内
の

小
中
学
校
で
講
座
を
開
く

◆
旧
湯
田
町
内
二
個
所
に
秀
衡
街
道
案
内
板
を
設
置
す
る

◆
五
月
中
尊
寺
よ
り
多
聞
院
伊
澤
家
へ
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
株
分
け
さ
れ

る
◆
八
月
相
澤
史
郎
氏
「
奥
州
・
秀
衡
古
道
を
歩
く
」
を
発
刊

◆
岩
手
県
立
西
和
賀
高
校
生
徒
、
秀
衡
街
道
現
地
学
習
を
行
う

◆
横
手
市
山
内
黒
沢
自
治
会
、
県
境
付
近
の
草
刈
り
作
業
を
こ
の
年
か

ら
継
続
実
施

◆
二
月
岩
手
・
秋
田
県
際
交
流
事
業
実
行
委
員
会
「
黄
金
の
道
」
秀
衡

街
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
横
手
市
で
開
く

◆
二
月
横
手
市
大
鳥
井
山
遺
跡
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

◆
四
月
中
尊
寺
よ
り
横
手
市
山
内
筏
隊
山
神
社
へ
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
株

分
け
さ
れ
る

◆
二
月
横
手
市
大
鳥
井
山
遺
跡
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
。

◆
四
月
横
手
市
筏
隊
山
神
社
へ
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
が
株
分
け
さ
れ
る
。

◆
六
月
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

◆
九
月
平
泉
と
北
上
間
の
道
筋
を
推
定
し
横
手
ま
で
つ
な
ぐ
。
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平
安
時
代
末
期
、東
北
地
方
を
治
め
て
い
た
平
泉
藤
原
三
代
秀
衡
と
黄

金
文
化
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た「
秀
衡
街
道
」が
、岩
手
県
北
上
市
か
ら

西
和
賀
町
を
経
て
、秋
田
県
横
手
市
ま
で
数
十
　
に
わ
た
っ
て
今
に
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　
秀
衡
街
道
は
、奥
羽
山
脈
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
、北
上
川
支
流
の
和
賀
川
と

雄
物
川
支
流
の
横
手
川
が
浸
食
し
た
、そ
の
山
あ
い
の
横
断
谷
を
縫
う
よ
う

に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
、高
橋
子
績
が
著
し
た「
澤
内
風
土
記
」に
は
、「
巣
郷
の一

条
は
平
易
に
同
郡
黒
沢
に
通
ず
る
也
、か
つ
て
こ
れ
を
秀
衡
街
道
と
称
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。い
に
し
え
の
秀
衡
街
道
は
、西
和
賀
町
巣
郷
か
ら
県
境

を
抜
け
て
横
手
市
山
内
黒
沢
へ
通
ず
る
平
坦
な
道
で
、陸
奥
・
出
羽
両
国
交

流
の
主
要
路
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
道
の
最
大
の
難
所
で
あ
る
和
賀
の
仙
人
峠
に
、藤
原
秀
衡
が
仁
平
年

間（
一一五
一
〜
五
四
）に
、先
祖
の
霊
を
仙
人
権
現（
現
久
那
斗
神
社
）と
し
て

鎮
座
し
た
と
伝
え
ら
れ
、こ
の
神
社
の
里
宮
が
東
西
に
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
の
里
宮
は
北
上
市
和
賀
町
岩
沢
の
多
聞
院
伊
澤
家（
国
指
定
重
要
文

化
財
）の
久
那
斗
神
社
で
、西
の
里
宮
は
横
手
市
山
内
筏
の
筏
隊
山
神
社

（
筏
の
仙
人
様
）で
す
。

　
秀
衡
街
道
は
、「
黄
金
の
道
」と
も
称
さ
れ
、「
た
ぬ
き
掘
り
」の
鷲
之
巣
金

山
や
畝
倉
山
・
明
戸
山
な
ど
の
金
山
跡
、「
秀
衡
掘
り
場
」や「
金
売
吉
次
の

隠
し
金
山
」の
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
北
の
清
原
氏
も
金
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、秀
衡
街
道

は
黄
金
を
運
ぶ
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
樹
齢
千
年
の
秋
田
県
指
定
天
然
記
念
物「
筏
の
大
杉
」、「
全
国
森
の
巨
人

た
ち
百
選
」に
選
ば
れ
た
仙
人
峠
の「
姥
杉
」な
ど
の
神
木
も
、こ
の
道
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
政
府
は
殖
産
興
業
の一
環
と
し
て
、平
和
街
道（
現
国
道
一
〇
七
号
）

を
開
削
し
ま
し
た
。そ
の
道
筋
は
、秀
衡
街
道
の
北
側
を
切
り
開
い
て
距
離

を
短
縮
す
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
平
和
街
道
の
母
体
と
な
っ
た
秀
衡
街
道
の
所
在
を
、岩
手
・
秋
田
両
県
の

先
人
達
は
、八
百
余
年
に
わ
た
っ
て
語
り
継
ぎ
、歴
史
と
文
化
を
今
日
に
引

き
継
い
で
き
ま
し
た
。
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東
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里
宮
久
那
斗
神
社
が
鎮
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す
る

多
聞
院
伊
澤
家
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中
尊
寺
ハ
ス（
北
上
市
）

（
平
成
十
九
年
七
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）

平泉藤原氏の黄金文化を支えた鉱山群の一つ
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）
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平
泉
か
ら
奥
羽
山
脈
よ
り
に
北
進

し
た
秀
衡
街
道
は
、北
上
市
和
賀
町

山
口
の
瀬
畑
か
ら
西
へ
向
か
っ
た
。瀬
畑

は
北
上
盆
地
西
部
の
交
通
の
結
節
点
。

和
賀
川
に
は
渡
し
船
も
あ
っ
た
。平
和

街
道
以
前
の
小
宿
場
。江
戸
時
代
、瀬

畑
以
西
の
秀
衡
街
道
は
仙
北
街
道
・

秋
田
街
道
と
呼
び
か
え
ら
れ
て
い
た
。

　
秀
衡
街
道
沿
い
の
経
塚
遺
構
は
、和
賀
川
に
架
か
る
煤
孫
橋
の
南
六
〇
〇ｍ
地
点
、金
ケ

崎
段
丘
の
北
側
の
縁
が
突
き
出
た
先
端
部
に
位
置
す
る
。経
塚
は
大
小
二
基
隣
り
合
って

並
ぶ
。十
二
世
紀
末
の
陶
器
壺
渥
美
産
二
、須
恵
器
系
一、常
滑
産
三
筋
文
一、墨
書
礫
等
が

出
土
し
た
。

　
経
塚
の
南
西
に
広
が
る
法
量
野
に
は
、源
義
経

の
家
臣
佐
藤
継
信
子
孫
の一
族
が
落
ち
の
び
て
き

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

　
昭
和
二
十
五
年
、中
尊
寺
金
色
堂
の
御
遺

体
学
術
調
査
の
際
、藤
原
氏
四
代
泰
衡
の
首

桶
か
ら
ハ
ス
の
種
子
が
採
取
さ
れ
た
。平
成
五

年
か
ら
培
養
、同
十
年
に
開
花
に
成
功
。「
中

尊
寺
ハ
ス
」と
命
名
さ
れ
る
。八
百
年
の
眠
り

か
ら
覚
め
た
中
尊
寺
ハ
ス
は
和
蓮
の一
種
、清

楚
で
美
し
い
。多
聞
院
伊
澤
家
は
中
尊
寺
ゆ

か
り
の
地
と
し
て
、同
十
四
年
に
株
分
け
さ

れ
た
。

　
湯
田
ダ
ム
の
南
、一キ
ロ
地
点
に

あ
る
仙
人
峠
は
険
阻
で
難
所
が

多
く
、人
馬
の
死
傷
が
絶
え
な

か
っ
た
。秀
衡
は
仁
平
年
間（
一一

五
一
〜
）に
往
来
の
安
全
を
祈
っ

て
、先
祖
秀
忠
の
霊
を
仙
人
権

現
と
し
て
祀
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。社
前
の
秀
衡
街
道
沿
い
に
そ

び
え
立
つ
樹
齢
八
百
年
余
の「
姥

杉
」は
、神
木
と
し
て
植
え
た
も

の
と
い
う
。平
成
十
二
年
林
野
庁

の「
全
国
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」

に
選
ば
れ
た
。

　
仙
人
山（
八
八
二ｍ
）東
麓
の
水
沢
鉱

山（
銅
）は
平
泉
藤
原
氏
の
頃
、金
山
と

伝
え
る
。寛
文
元
年（
一六
六一）開
山
、休

山
と
再
開
を
繰
り
返
し
、昭
和
二
十
九

年
ま
で
続
く
。明
治
中
期
、古
河
市
兵

衛
が
経
営
し
、明
治
四
十
二
年
に
は
従

業
員
数
七
一
〇
人
、学
校
や
郵
便
局
、劇

場
も
あ
る
鉱
山
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。

近
年
、文
化
庁
に
よ
る
近
代
遺
産（
鉱

山
）調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　
石
羽
根
ダ
ム
上
流
部
の
北
岸
に
綱
取
層
が

露
出
し
て
い
る
。そ
の
西
側
に
金
売
吉
次
の

隠
し
砂
金
取
場
と
伝
え
る
吉
ノ
沢
が
あ
る
。

江
戸
中
期
に
も
採
鉱
し
た
と
い
う
。綱
取
鉱

山
の
全
盛
期
は
、三
菱
合
資
会
社
が
経
営
し

た
大
正
初
期
。銅
を
主
に
、金
・
銀
も
生
産
し

た
。当
時
の
従
業
員
数
は
三
〇
〇
人
余
。

　
岩
沢
の
多
聞
院
伊
澤
家
は
、

西
へ
向
か
う
秀
衡
街
道
沿
い
に

あ
る
。和
賀
の
仙
人
峠
に
秀
衡

が
先
祖
の
霊
を
祀
っ
た
仙
人
権

現（
現
久
那
斗
神
社
）の
別
当

で
、羽
黒
派
修
験
。中
世
に
は
和

賀
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。住
宅
は

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初

め
の
頃
の
建
物
で
、こ
の
地
方
一

般
民
家
の
形
式
。上
手
座
敷
は

社
寺
建
築
の
修
験
道
場
を
含

む
。江
戸
時
代
の
山
伏
住
宅
の

貴
重
な
遺
構
と
し
て
、平
成
二

年
、国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。（
屋
根
は
平
成
二
十
一

年
茅
葺
き
を
下
地
に
ト
タ
ン
で

覆
う
。）

　
隣
接
の
久
那
斗
神
社
は
天
文

三
年（
一
五
三
四
）に
勧
請
さ
れ

た
。

①
北
上
盆
地
西
部
の

　
　交
通
の
要
所「
瀬
畑
」（
車
可
）

せ
　ば
た

く

　な

　と

ごんげん 　た　もんいん

か
み
　す

　　す
　ま
ご
だ
て

瀬畑の「秀衡街道」

瀬
畑
に
立
て
ら
れ
た
秀
衡
街
道
の
標
柱

②
上
須
々
孫
館
跡
の
経
塚（
車
可
）

経塚から出土した渥美産陶器壺

③仙人権現別当多聞院伊澤家の住宅（車可）

多
聞
院
伊
澤
家
の
住
宅 北

上
市
企
画
部
政
策
企
画
課

　
℡ 

０
１
９
７
―
６
４
―
２
１
１
１

④
中
尊
寺
ハ
ス
と
多
聞
院
伊
澤
家

多聞院伊澤家の池に咲いた中尊寺ハス

⑤
仙
人
峠
の
仙
人
権
現（
久
那
斗
神
社
）と
姥
杉（
徒
歩
可
）

仙
人
峠
の
仙
人
権
現
社

　
　
　
　（現
久
那
斗
神
社
）

仙
人
峠
の「
姥
杉
」と
秀
衡
街
道

⑥
水
沢
鉱
山
跡（
徒
歩
可
）

からみ煉瓦で造られた煙道（水沢鉱山）

⑦
金
売
吉
次
の
隠
し
砂
金
取
場

　「吉
ノ
沢
」（
綱
取
鉱
山
跡
）（
車
可
）

綱取層の西側の谷が「吉ノ沢」（綱取鉱山跡）

上須々孫館跡の経塚。通路の左右に各一基

❷ ❶



水没ルート
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湯田IC

わ
か
せ
ん
に
ん
駅

い
わ
さ
わ
駅

ゆ
だ
き
ん
し
ゅ
う
こ
駅

ほっとゆだ駅

く
ろ
さ
わ
駅

ゆだこうげん駅

国 道 107 号
線

国 道 107 号
線

秋 田 自 動 車 道
秋 田 自 動 車 道

※実際に徒歩で通行される場合は、西和賀町までお問い合わせください。
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お
お
あ
ら
さ
わ

　す
　ご
う

ど
う
　そ
　じ
ん

わ
し

　の

　す
　き
ん
ざ
ん

　
仙
人
峠
か
ら
大
荒
沢
集
落
跡
ま
で
の
秀
衡

街
道
は
、小
松
沢
に
沿
っ
て
稲
妻
状
に
屈
曲
し
、

そ
の
先
は
湯
田
ダ
ム
に
水
没
し
て
い
る
。秀
衡
街

道
探
査
会
は
平
成
九
年
か
ら
新
ル
ー
ト
の
開
設

に
取
組
ん
だ
。国
有
林
地
の
た
め
許
可
を
得
て

作
業
を
行
な
い
三
年
後
に
二
㎞
の
迂
回
路
を
開

削
し
た
。

仙
人
峠
頂
上
付
近
の
秀
衡
街
道

仙
北
街
道
の一
里
塚（
江
戸
時
代
）

大
荒
沢
銅
山
製
錬
所
の
煙
道
と
煙
突
跡

新ルート開削作業

鷲之巣金山緑青坑跡

秀衡街道鷲之巣口

道祖神の石仏

「
た
ぬ
き
堀
」跡
と
思
わ
れ
る

坑
道
跡

　
平
泉
藤
原
氏
時
代
の

金
山
の
一つ
。後
世
に
は

主
に
銅
鉱
の
採
掘
に
変

わ
る
。明
治
十
七
年
齋

藤
辰
五
郎（
北
上
市
）が

起
業
。同
四
十
三
年
以

降
は
藤
田
組
が
経
営
。

大
正
六
年
の
生
産
高
一

二
二
五
t
。従
業
員
数

は
千
人
余
。か
ら
み
煉

瓦
で
造
ら
れ
た
二
基
の

煙
道
が
往
時
を
偲
ば
せ

る
。新
秀
衡
街
道
は
製

錬
所
跡
を
通
る
。

　
江
戸
時
代
、仙
人
峠

か
ら
峠
山
の
板
敷
野
に

至
る
秀
衡
街
道
は
仙

北
街
道
と
呼
び
か
え
ら

れ
て
い
た
。元
文
四
年

（
一
七
三
九
）沢
内
代
官

所
書
上
絵
図
に
は
、脇

往
還
と
し
て
仙
北
街
道

が
記
さ
れ
、峠
山
一里
塚

（
西
和
賀
町
指
定
史

跡
）が
確
認
で
き
る
。築

造
は
江
戸
前
期
と
思

わ
れ
る
。

　
峠
山
板
敷
野
か
ら
南
本
内
川
河

口
を
渡
っ
て
、岩
盤
が
滑
ら
か
に
傾

斜
す
る
岩
滑
沢
を
さ
か
の
ぼ
る
。道

は
西
へ
向
い
小
峠
を
越
え
る
と
鷲

之
巣
金
山
跡
が
正
面
に
迫
る
。秀

衡
街
道
の
鷲
之
巣
口
で
あ
る
。

　
秀
衡
街
道
沿
い
に
は
鷲
之
巣

（
風
倉
山
秀
衡
堀
）や
安
久
登
沢

（
金
売
吉
次
の
隠
し
金
山
）、草

井
沢
、大
石
沢
、大
荒
沢
な
ど
の

金
山
が
平
泉
藤
原
氏
時
代
に

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。鷲
之
巣

金
山
の
赤
倉
鉱
床
緑
青
坑
に
は
、

岩
盤
に
蜂
の
巣
状
に
開
け
ら
れ

た
坑
道「
た
ぬ
き
堀
」跡
が
残
っ
て

い
る
。坑
道
は
人
が
や
っ
と
通
れ

る
大
き
さ
で
あ
る
。鷲
之
巣
の
金

鉱
脈
は
周
り
の
母
岩
に
も
含
ま

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、近
代
的

採
掘
に
よ
り
拡
幅
さ
れ
た
所
も

あ
る
。大
正
六
年
の
鉱
主
は
共
立

鉱
業
。従
業
員
数
は
五
三
〇
人
で

大
部
分
は
和
賀
郡
と
秋
田
県
出

身
者
で
あ
っ
た
。

　
今
は
林
道
と

な
っ
て
い
る
秀
衡
街

道
の
桧
峠（
標
高
五

一五
m
）は
、鷲
之
巣

か
ら
甲
子（
か
っ
ち
）

を
経
て
湯
川
温
泉

に
出
る
途
中
に
あ

る
。昭
和
初
期
朝

鮮
人
技
師
が
立
て

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の「
日
の
峠
神
」の

標
柱
は
残
っ
て
い
る

が「
桧
峠
」と
正
し

た
く
て
、湯
川
地
区

の
有
志
が
土
畑
鉱

山
か
ら
青
森
ひ
ば

の
古
材
を
も
ら
い

受
け
平
成
七
年
に

建
立
し
た
。

　
秀
衡
街
道
は
国
境
付
近
で
北
側
を
通
る
白
木

峠
越
え
の
仙
北
街
道
と
混
同
さ
れ
る
。秀
衡
街
道

は
南
側
の
越
中
畑
・
野
々
宿
・
巣
郷
そ
し
て
国
境

を
過
ぎ
て
上
黒
沢
へ
の
道
筋
で
あ
る
。巣
郷
集
落

は
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
秀
衡
街
道
沿
い
に
あ
っ
た

が
、現
在
は
国
道
一〇
七
号
沿
い
に
移
転
し
た
。

　
巣
郷
集
落
の
北
側
、秀
衡
街

道
の
小
川
に
一ｍ
に
み
た
な
い
石

橋
が
あ
り
、東
脇
に「
神
様
」と
呼

ば
れ
る
石
仏
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

石
仏
は
通
行
安
全
、悪
疫
防
除

を
つ
か
さ
ど
る
道
祖
神
で
、彫
像

は
不
動
明
王
像
で
あ
る
。上
黒
沢

の
当
麻
曼
荼
羅（
た
い
ま
ま
ん
だ

ら
）詣
で
を
す
る
西
和
賀
町
の
人

達
が
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
こ
の

道
を
往
来
し
て
い
た
。

⑧
仙
人
峠
の
秀
衡
街
道（
徒
歩
可
）

⑨
大
荒
沢
地
区
に
新
ル
ー
ト
を
開
設

⑩
大
荒
沢
銅
山
製
錬
所
跡

⑪
峠
山
の
一
里
塚（
車
可
）

⑫
峠
山
か
ら
鷲
之
巣
口
へ

⑬
鷲
之
巣
金
山
緑
青
坑
跡（
車
可
）

⑭
桧
峠
の
大
標
柱（
車
可
）

⑮
秀
衡
街
道
沿
い
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　巣
郷
集
落（
車
可
）

昭和40年代の巣郷集落

　
霊
峰
仙
人
山
の
北
尾
根
に

位
置
す
る
秀
衡
街
道
の
仙
人

峠（
標
高
四
三
六
　
）は
、旅
人

の
疲
れ
を
い
や
す
空
間
が
広
が

る
。峠
ま
で
の
山
道
は
険
し
く

秀
衡
街
道
最
大
の
難
所
と
い
わ

れ
た
。明
治
七
年
岩
手
県
が
仙

人
権
現（
現
久
那
斗
神
社
）の

東
西
三
・
三
㎞
区
間
の
勾
配
を

十
五
％
以
下
に
し
、道
幅
三
・
六

　
に
改
修
し
た
が
車
馬
の
通
行

は
で
き
ず
、平
和
街
道
が
開
通

す
る
同
十
五
年
ま
で
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

m

m

ひ
の
と
う
げ

青
森
ひ
ば
の
古
材
で

造
っ
た
大
標
柱

西
和
賀
町
政
策
推
進
室

　
℡ 

０
１
９
７
―
８
２
―
３
２
８
４

⑯
巣
郷
に
祀
ら
れ
て
い
る
道
祖
神（
車
可
）
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く
ろ
さ
わ
駅

こ
ま
つ
か
わ
駅

あ
い
の
の
駅

やびつ駅

ごさんねん駅

よこて駅

ひらいし駅

ゆだこうげん駅
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ゆ
み

　や

じ
ゃ
か
ご

　や
　む
か
い

い
か
だ

　
秀
衡
街
道
は
西
和
賀
町
巣
郷
を
経
て
、陸

奥
・
出
羽
の
国
境
だ
っ
た
黒
沢
峠
を
越
え
、横

手
市
山
内
黒
沢
に
出
る
。黒
沢
の
集
落
形
成

は
古
く
縄
文
時
代
前
期
の
越
上
遺
跡
、室
町

時
代
以
降
の
黒
沢
館
跡
・
黒
沢
古
戦
場
・
熊

野
山
神
社
が
あ
り
、当
麻
曼
荼
羅
・
百
万
遍

念
仏
講
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は

境
口
調
役
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。平
和
街

道
・
国
道一〇
七
号
線
・
秋
田
自
動
車
道
・Ｊ
Ｒ

北
上
線
は
、そ
れ
ぞ
れ
黒
沢
地
区
を
横
断
し

て
い
る
が
、秀
衡
街
道
は
縦
断
し
て
山
内
南
郷

に
向
か
う
。

　
秀
衡
街
道
の
経
路
は
、山
内
黒
沢
の
南
の
山
間
を
抜
け

て
、山
内
南
郷
に
到
達
す
る
。雨
池
遺
跡
・エ
コ
リ
遺
跡
な

ど
遺
跡
が
多
く
、修
験
系
の
金
峰
山
神
社
も
鎮
ま
る
南

郷
は
、古
代
郡
郷
制
下
の
村
落
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。清

原
氏
の
台
頭
を
も
た
ら
し
た
前
九
年
合
戦
の
伝
説
の
ほ

か
、一六
世
紀
の
和
賀
・
仙
北
合
戦
の
軍
記
が
伝
わ
り
、戦

国
時
代
の
藤
倉
館
跡
・
城
屋
敷
跡
・
南
郷
古
戦
場
が
あ

る
。同
地
内
の『
八
幡
宮
縁
起
』に
よ
り
、秀
衡
街
道
は
南

郷
を
経
由
す
る
、衆
知
の
道
路
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
実
は
、羽
根
山―

大
沢―

本
郷
の
経
路
も

看
過
で
き
な
い
。羽
根
山
に
金
山
長
者
伝
説

が
伝
わ
り
、本
郷
は
前
記
・
山
川
郷
の
本
村

に
比
定
さ
れ
て
い
て
、秀
衡
街
道
と
時
代
的

に
近
い
か
ら
だ
。秀
衡
街
道
研
究
会
は
こ
れ

を
研
究
課
題
と
し
て
残
し
た
。ま
た
、市
街

地
を
流
れ
る
横
手
川
の
蛇
の
崎
橋
付
近
は
、

秀
衡
街
道
の
通
過

点
の一つ
と
推
測
さ

れ
る
。後
三
年
合

戦
の
際
、源
義
家

は
こ
こ
で
清
原
氏

の
軍
兵
に
橋
を
落

と
さ
れ
川
に
転
落

し
た
が
、川
岸
の

蛇
籠（
石
を
詰
め

た
竹
籠
）に
つ
か

ま
り
命
拾
い
し
た

と
い
う
。

⑰
陸
奥
・
出
羽
の
国
境

　
　
　
　

  

（
黒
沢
）（
徒
歩
可
）

⑱
古
代
郡
郷
制
の
村（
南
郷
）（
車
可
）

筏
隊
山
神
社

　
道
は
や
が
て
山
内
筏
に
至
る
。前
九

年
・
後
三
年
両
合
戦
の
伝
説
を
伝
え

る
城
館
遺
跡
、小
野
寺
氏
ゆ
か
り
の
三

十
番
神
社（
比
叡
山
神
社
）、秋
田
県

指
定
特
別
記
念
物「
筏
の
大
杉
」が
見

ら
れ
る
。こ
の
近
く
に
鎮
座
す
る
仙
人

権
現
社（
今
の
筏
隊
山
神
社
）は
、『
雪

の
出
羽
路
』に｢

仙
人
峠
に
鎮
ま
る
神

霊
を
遷
し
奉
っ
た｣

と
あ
る
よ
う
に
、

仙
人
権
現（
秀
衡
街
道
の
東
の
守
護

神
）か
ら
分
祀
さ
れ
た
。そ
れ
で
、秀
衡

街
道
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
わ
れ
る
中
尊

寺
ハ
ス
が
、こ
の
仙
人
権
現
社
に
も
株

分
け
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑲
西
の
守
護
神（
筏
）（
車
可
）

筏隊山神社前の秀衡街道

三
十
番
神
社
の
筏
の
大
杉

⑳
矢
向
峠
の
ふ
も
と
村（
土
渕
）

　
秀
衡
街
道
の
大
沢
以
西
は
判
別
し
に
く
い
が
、秀
衡
街

道
研
究
会
で
は
現
地
調
査
等
を
重
ね
、そ
れ
を
横
手
川

左
岸
の
ル
ー
ト
と
推
定
し
た
。道
筋
は
回
立―

庭
当
田―

大
乗
院
塚
だ
ろ
う
。回
立
は
旭
岡
山
神
社
の
元
宮
の
鎮

座
地
で
あ
る
。坂
上
田
村
麻
呂
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
こ

の
古
社
は
、古
代
郡
郷
制
下
の
山
川
郷
の
鎮
守
で
、藤
原

秀
衡
奉
納
の
弓
箭（
焼
失
）を
神
宝
と
し
て
い
た
。な
お
、

大
乗
院
塚
は
縄
文
時
代
前
期
の
遺
跡
で
あ
り
、ほ
か
に
三

井
寺
遺
跡
・
西
ヶ
坂
遺
跡
も
あ
る
。

㉑
藤
原
秀
衡
奉
納
の
弓
箭（
大
沢
）（
車
可
）

㉒
源
義
家
を
救
っ
た
蛇
籠

　
　

 

（
四
日
町
、蛇
ノ
崎
町
）（
車
可
）

㉓
清
原
氏
宗
家
の
本
城（
大
鳥
町
）（
車
可
）
掘
立
柱
建
物
跡

　
秀
衡
街
道
の
終
点（
秋
田
県
側

の
起
点
）は
ど
こ
か
。秀
衡
街
道
研

究
会
と
し
て
は
大
鳥
井
柵（
大
鳥

町
）と
推
定
し
た
。古
書
に「（
秀

衡
街
道
は
）当
初
巡
国
之
往
還

乎
」と
あ
っ
て
、金
鉱
輸
送
に
加
え

路
次
駅
伝
の
機
能
も
考
え
ら
れ
る

か
ら
だ
。右
の
大
鳥
井
柵（
清
原
氏

宗
家
の
本
城
）は
、後
三
年
合
戦
に

敗
れ
炎
上
し
て
果
て
た
。だ
が
後

に
、藤
原
清
衡
の
命
に
よ
り
復
旧

さ
れ
て
い
る
。清
衡
の
三
男
・
正
衡

は
城
館
名
を
関
根
柵
と
改
め
て
居

城
し
、清
原
氏
の
勢
力
圏
を
鎮
静

さ
せ
統
治
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
横
手
川
・
黒
沢
川
の
落
ち
合
う
山
内
土
渕
は
古
く
か
ら
物
産
の
集

散
地
で
、武
道
沢
・
大
台
等
で
採
取
さ
れ
た
砂
金
も
こ
こ
に
集
貨
さ
れ

た
だ
ろ
う
。矢
向
峠
は
上
古
の
信
仰
形
態
を
物
語
る
旧
地（
後
の一五

世
紀
か
ら
南
部
街
道
の
経
路
と
な
る
）。岩
瀬
遺
跡（
日
本
最
古
の
石

匙
等
出
土
）、虫
内
遺
跡（
縄
文
時
代
後
期
の
巨
大
墓
地
）、鶴
ヶ
池
塩

湯
彦
神
社（
清
原
氏
の
氏
神
・
塩
湯
彦
神
社
の
遥
拝
殿
）、室
町
時
代

前
半（
推
定
）の
和
田
城
址
、戦
国
時
代
の
皿
木
城
址
・
同
根
小
屋
跡
・

熊
野
神
社
・
寺
屋
敷
跡
も
あ
る
。

旭岡山神社

国
境
口（
山
内
黒
沢
）

昭和4年頃の蛇の崎橋
（『写真集　思い出のアルバム横手』
　無明舎刊より）

横
手
市
総
務
企
画
部
市
長
公
室

　
℡ 

０
１
８
２
―
３
５
―
２
１
８
９

か
ね
ざ
わ

金沢柵跡

㉔
産
金
地
の
要
害（
金
沢
）（
車
可
）

　
終
点
に
つい
て
は
、金
沢
柵（
金
沢
）と
す

る
見
解
も
あ
り
、論
議
の
余
地
が
あ
る
。後

三
年
合
戦
の
決
戦
場
と
な
っ
て
陥
落
し
た

金
沢
柵
は
、搦
手
口
か
ら
砂
金
を
採
取
で

き
、産
金
地
上
に
築
か
れ
た
城（
別
称
・
金

洗
城
）だ
っ
た
。秀
衡
街
道
は
そ
こ
ま
で
通

じ
て
い
た
と
い
う
推
論
で
あ
る
。だ
が
、約

十
㎞
離
れ
た
大
森
町
で
は
秀
衡
街
道
・
秀

衡
橋
の
ほ
か
秀
衡
と
い
う
小
字
名
が
、古

来
使
わ
れ
て
き
た
事
実
も
あ
り
、秀
衡
街

道
を
金
沢
柵
あ
る
い
は
大
鳥
井
柵
ま
で
と

限
定
す
る
こ
と
への
異
論
も
あ
る
。

❻ ❺



秀衡街道案内図

横手市
大鳥井山遺跡

国道107号
（平和街道）
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宗
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女
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経
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清
衡
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女
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正
衡

清
綱

藤
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成

某
氏
女

秀
衡
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衡

真
衡
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資
国
資
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成
衡

◎秀衡街道関係年表

◆
安
倍
氏
前
九
年
の
合
戦
で
敗
れ
る
。
清
衡
、
母
の
再
婚
に
よ
り
清
原

氏
の
御
曹
司
と
な
る

◆
清
原
武
則
鎮
守
府
将
軍
と
な
る

◆
清
原
氏
後
三
年
の
合
戦
で
敗
れ
る
　
◆
後
に
大
鳥
井
柵
（
大
鳥
井
山

遺
跡
）
は
後
に
清
衡
の
命
で
復
旧
さ
れ
る

◆
清
衡
陸
奥
押
領
使
と
な
り
江
刺
郡
豊
田
館
に
住
す

◆
こ
の
頃
、
清
衡
豊
田
館
よ
り
平
泉
に
移
る

◆
清
衡
、
中
尊
寺
の
造
営
に
着
手

◆
秀
衡
生
ま
れ
る
　
◆
一
一
二
四
（
天
治
一
）
中
尊
寺
金
色
堂
上
棟

◆
中
尊
寺
落
慶
供
養
を
行
う
（
中
尊
寺
供
養
願
文
）

◆
こ
の
頃
秀
衡
、
和
賀
（
北
上
市
）
の
仙
人
峠
に
先
祖
の
霊
を
仙
人
権

現
（
現
久
那
斗
神
社
）
と
し
て
祀
る
（
伝
承
）

◆
秀
衡
鎮
守
府
将
軍
に
、
一
一
八
一
年
に
は
陸
奥
守
と
な
る

◆
秀
衡
没
、
泰
衡
そ
の
跡
を
継
ぐ

◆
平
泉
藤
原
氏
、
奥
州
合
戦
で
頼
朝
に
敗
れ
る
。
泰
衡
殺
さ
れ
る

◆
横
手
市
山
内
筏
に
、仙
人
峠
の
仙
人
権
現
を
勧
請（
現
筏
隊
山
神
社
）、

小
野
寺
道
宣
社
殿
を
創
建
す
る

◆
北
上
市
和
賀
町
岩
沢
の
多
聞
院
伊
澤
家
に
仙
人
権
現
（
現
久
那
斗
神

社
）
の
里
宮
を
祀
る

◆
高
橋
子
績
著
「
澤
内
風
土
記
」
に
、
秀
衡
街
道
・
巣
郷
・
黒
沢
が
記

さ
れ
る

◆
神
仏
分
離
令
に
よ
り
仙
人
権
現
は
久
那
斗
神
社
と
改
称

◆
横
手
市
山
内
の
秀
衡
街
道
、
平
和
街
道
予
定
路
線
と
な
る
も
地
元
の

反
対
で
変
更
さ
れ
る

◆
平
和
街
道
開
通

◆
仙
人
峠
の
久
那
斗
神
社
の
社
殿
再
建
、
一
九
三
九
年
改
築
さ
れ
る

◆
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
横
黒
線
（
現
北
上
線
）
全
通

◆
こ
の
頃
ま
で
県
境
の
秀
衡
街
道
、
黒
沢
の
当
麻
曼
荼
羅
の
参
詣
路
と

し
て
利
用
さ
れ
る

◆
旧
山
内
村
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、
秀
衡
街
道
現
地
調
査
を
行
う

◆
多
聞
院
伊
澤
家
住
宅
・
久
那
斗
神
社
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
る

◆
北
上
市
岩
沢
文
化
財
愛
護
会
設
立
さ
れ
る

◆
旧
湯
田
町
に
秀
衡
街
道
探
査
会
発
足
会
員
四
十
名
、
以
降
七
年
で
町

内
秀
衡
街
道
二
五
キ
ロ
を
つ
な
ぐ

◆
秀
衡
街
道
湯
田
ダ
ム
水
没
の
二
キ
ロ
、
国
有
林
地
内
代
替
ル
ー
ト
の

仮
承
認
を
得
る
。
二
〇
〇
〇
年
新
ル
ー
ト
成
る

◆
鷲
之
巣
金
山
跡
で
砂
金
採
取
体
験
を
行
う

◆
旧
湯
田
町
秀
衡
街
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
学
習
下
敷
を
作
成
、
町
内
の

小
中
学
校
で
講
座
を
開
く

◆
旧
湯
田
町
内
二
個
所
に
秀
衡
街
道
案
内
板
を
設
置
す
る

◆
五
月
中
尊
寺
よ
り
多
聞
院
伊
澤
家
へ
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
株
分
け
さ
れ

る
◆
八
月
相
澤
史
郎
氏
「
奥
州
・
秀
衡
古
道
を
歩
く
」
を
発
刊

◆
岩
手
県
立
西
和
賀
高
校
生
徒
、
秀
衡
街
道
現
地
学
習
を
行
う

◆
横
手
市
山
内
黒
沢
自
治
会
、
県
境
付
近
の
草
刈
り
作
業
を
こ
の
年
か

ら
継
続
実
施

◆
二
月
岩
手
・
秋
田
県
際
交
流
事
業
実
行
委
員
会
「
黄
金
の
道
」
秀
衡

街
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
横
手
市
で
開
く

◆
二
月
横
手
市
大
鳥
井
山
遺
跡
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

◆
四
月
中
尊
寺
よ
り
横
手
市
山
内
筏
隊
山
神
社
へ
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
株

分
け
さ
れ
る

◆
二
月
横
手
市
大
鳥
井
山
遺
跡
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
。

◆
四
月
横
手
市
筏
隊
山
神
社
へ
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
が
株
分
け
さ
れ
る
。

◆
六
月
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

◆
九
月
平
泉
と
北
上
間
の
道
筋
を
推
定
し
横
手
ま
で
つ
な
ぐ
。

一
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六
二 

康
平
五
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六
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康
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平
安
時
代
末
期
、東
北
地
方
を
治
め
て
い
た
平
泉
藤
原
三
代
秀
衡
と
黄

金
文
化
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た「
秀
衡
街
道
」が
、岩
手
県
北
上
市
か
ら

西
和
賀
町
を
経
て
、秋
田
県
横
手
市
ま
で
数
十
　
に
わ
た
っ
て
今
に
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　
秀
衡
街
道
は
、奥
羽
山
脈
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
、北
上
川
支
流
の
和
賀
川
と

雄
物
川
支
流
の
横
手
川
が
浸
食
し
た
、そ
の
山
あ
い
の
横
断
谷
を
縫
う
よ
う

に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
、高
橋
子
績
が
著
し
た「
澤
内
風
土
記
」に
は
、「
巣
郷
の一

条
は
平
易
に
同
郡
黒
沢
に
通
ず
る
也
、か
つ
て
こ
れ
を
秀
衡
街
道
と
称
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。い
に
し
え
の
秀
衡
街
道
は
、西
和
賀
町
巣
郷
か
ら
県
境

を
抜
け
て
横
手
市
山
内
黒
沢
へ
通
ず
る
平
坦
な
道
で
、陸
奥
・
出
羽
両
国
交

流
の
主
要
路
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
道
の
最
大
の
難
所
で
あ
る
和
賀
の
仙
人
峠
に
、藤
原
秀
衡
が
仁
平
年

間（
一一五
一
〜
五
四
）に
、先
祖
の
霊
を
仙
人
権
現（
現
久
那
斗
神
社
）と
し
て

鎮
座
し
た
と
伝
え
ら
れ
、こ
の
神
社
の
里
宮
が
東
西
に
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
の
里
宮
は
北
上
市
和
賀
町
岩
沢
の
多
聞
院
伊
澤
家（
国
指
定
重
要
文

化
財
）の
久
那
斗
神
社
で
、西
の
里
宮
は
横
手
市
山
内
筏
の
筏
隊
山
神
社

（
筏
の
仙
人
様
）で
す
。

　
秀
衡
街
道
は
、「
黄
金
の
道
」と
も
称
さ
れ
、「
た
ぬ
き
掘
り
」の
鷲
之
巣
金

山
や
畝
倉
山
・
明
戸
山
な
ど
の
金
山
跡
、「
秀
衡
掘
り
場
」や「
金
売
吉
次
の

隠
し
金
山
」の
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
北
の
清
原
氏
も
金
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、秀
衡
街
道

は
黄
金
を
運
ぶ
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
樹
齢
千
年
の
秋
田
県
指
定
天
然
記
念
物「
筏
の
大
杉
」、「
全
国
森
の
巨
人

た
ち
百
選
」に
選
ば
れ
た
仙
人
峠
の「
姥
杉
」な
ど
の
神
木
も
、こ
の
道
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
政
府
は
殖
産
興
業
の一
環
と
し
て
、平
和
街
道（
現
国
道
一
〇
七
号
）

を
開
削
し
ま
し
た
。そ
の
道
筋
は
、秀
衡
街
道
の
北
側
を
切
り
開
い
て
距
離

を
短
縮
す
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
平
和
街
道
の
母
体
と
な
っ
た
秀
衡
街
道
の
所
在
を
、岩
手
・
秋
田
両
県
の

先
人
達
は
、八
百
余
年
に
わ
た
っ
て
語
り
継
ぎ
、歴
史
と
文
化
を
今
日
に
引

き
継
い
で
き
ま
し
た
。

秀 

衡 

街 
道 
の 
あ 

ら 

ま 

し
km

東
の
里
宮
久
那
斗
神
社
が
鎮
座
す
る

多
聞
院
伊
澤
家
と
中
尊
寺
ハ
ス（
北
上
市
）

（
平
成
十
九
年
七
月
撮
影
）

平泉藤原氏の黄金文化を支えた鉱山群の一つ
鷲之巣金山跡（西和賀町） 秀

衡
街
道
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

「
筏
の
大
杉
」。
西
の
里
宮
筏
隊
山

神
社
近
く
に
あ
る（
横
手
市
）

「黄金の道」 秀衡街道ガイドブック
三訂版 世

界
文
化
遺
産「
平
泉
」ゆ
か
り
の

世
界
文
化
遺
産「
平
泉
」ゆ
か
り
の


